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◎ シリーズ 次世代を担う衛生・環境工学者 NO.98  地方独立
行政法人 北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 地域研
究部 地域システムグループ 研究主幹 牛島 健氏を訪ねて…有
村源介 ◎トピックス 下水道管を緊急点検 埼玉･八潮市の道
路陥没事故/災害用井戸の活用へ 地下水利用ガイドライン案/
衛星画像で漏水調査 国交省 能登地方６市町で実施/杉本常務
が４月１日付で社長に 取締役会で決定 前澤給装工業　◎ 業
界イベント 人材育成・入職促進に全力　◎能登６市町におい
て水道の本復旧に向けて｢衛星画像を活用した漏水調査｣を実
施します～　◎｢令和６年版 日本の水資源の現況｣を公表　◎
令和７年３月から適用する公共工事設計労務単価について　◎
埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏まえた緊急点検結果等を公
表します　◎令和６年能登半島地震の影響を踏まえ､経営事
項審査について　◎鳴瀬川水系多田川流域において｢特定都
市河川｣の指定に向けた手続きに着手　◎流域下水道管の破
損に起因する道路陥没事故に関して被災中小企業･小規模事
業者支援措置を行います　◎入札契約改善に向けたハンズオ
ン支援事業の支援結果(報告)　◎｢水道カルテ｣をぜひご確認
ください　◎令和５年河川愛護月間｢絵手紙｣入賞作品決定　
◎公共交通機関におけるバリアフリー化の状況について　◎
令和５年住生活総合調査の調査結果(速報)　◎国土交通デー
タプラットフォームを活用した大阪・関西万博会場における
熱中症等のシミュレーションの取組状況　◎動画版｢これっ
てあり？｣　◎第５回グリーンインフラ大賞｢国土交通大臣賞｣
が決定しました！　◎｢史跡玉川上水整備活用計画(改定版)｣
の策定について　◎ Photoエッセイ サザエさん…余湖 典昭
◎ 明日への道標 どんな子供でも人間として―澤田三喜GIベ
ビーの母―…高倉克也　◎ 東京見て歩き(134) 米軍の空爆の
目標となった東久留米界隈とその後…坂本弘道 ◎ 特別連載 平
成を偲ぶパロディ狂歌集(71)―平成一人百首 単身赴任５(全
５首)…野平大魚　◎建築着工統計[2024年12月]

◎ シリーズ 次世代を担う衛生・環境工学者 NO.99  国立研
究開発法人 国立環境研究所 企画部国際室 室長 資源循環領
域 廃棄物処理処分技術研究室 上級主幹研究員 蛯江美孝氏
を訪ねて…有村源介 ◎トピックス 下水道の点検手法の見直
しへ/八潮の道路陥没事故で検討委 全国の下水道間の一斉点
検へ　道路陥没事故を未然に防止/下水道の全国特別重点調査
を 国交省地方公共団体に要請　◎｢第４回ドローンサミット｣
を愛知県で開催！～自治体の取組の発信、自治体間の連携強
化により、ドローンの社会実装を進めます～　◎｢流域水循
環計画｣を新たに10計画公表～健全な水循環に向けた流域マ
ネジメントの一層の推進～　◎入札契約の適正化の取組状況
に関する調査結果について　◎有識者委員会の提言を踏まえ
｢下水道管路の全国特別重点調査｣の実施を要請します　◎令
和６年度　給水装置工事主任技術者試験合格者の発表～4,407
人の合格者、34.9％の合格率～　◎第27回日本水大賞の各賞
を決定～水循環の健全化に貢献する様々な活動から特に優れ
たものを表彰～　◎‶ダムを見に行こう春号2025"～春を探し
にダムに出かけてみませんか～　◎令和６年度地中熱利用状
況調査の結果について　◎建築物リフォーム・リニューアル調査
報告(令和６年度第３四半期受注分)　◎マンションの管理・
再生の円滑化等のための改正法案を閣議決定～新築から再生
までのライフサイクル全体を見通した取組～　◎ダウンサイ
ジング、効率的な耐震化、業務の効率化・省人化に関する技
術実証に取り組みます　◎上下水道 DX技術カタログを公開
します～上下水道施設のメンテナンスの高度化・効率化に向
けて～　◎ Photoエッセイ 絶滅危惧種…余湖 典昭◎ 明日への
道標 国境を超えて人間への愛を―ゲバラ革命家の条件―…高
倉克也　◎ 東京見て歩き(135) 町田市の薬師池公園、香山園
等…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集(72)平
成一人百首単身赴任５(全５首)…野平大魚　◎建築着工統計
[2025年１月]

　世界を揺るがせているトランプ関税には前例が
ある。1930年に制定された関税法だ。当時の共和
党大統領フーバーはニューヨーク・ウォール街の
株暴落による大恐慌を発端とした世界恐慌を保護
貿易主義で乗り切ろうとした。多くの経済学者の
反対を押し切ってフーバーは2万品目以上の輸入
品に対する関税を記録的な高さに引き上げる。
　平均関税率は40％前後に達し、列強諸国は報復
関税で対抗した。その結果、アメリカへの輸出は
激減し、世界恐慌は一段と悪化し、資源や植民地
を閉鎖的に囲い込むブロック経済が台頭していく。
世界市場をめぐる経済的対立は軍事的対立に転化
し、やがて第2次世界大戦に突入する。貿易戦争
は血で血を贖う戦火の引き金となってきた。
　高関税政策の悲惨な末路はすでに歴史が証明
している。フーバーの暴走を彷彿させるトランプ
流ディール＝取引は歴史に逆行し、ふたたび世界
を混迷の1930年代に引き戻しているとわたしは
思う。本来の商いは当事者相互の信用に基づいて
成立する。経済と道徳の統一を唱えた渋沢栄一や
ドラッカーが生きていたら弱肉強食のルールなき
世界を嘆き、憂い、きびしく戒めているだろう。
　アメリカ・ファーストとは国家的なエゴイズム
にほかならない。強欲な新自由主義は国際経済の
安定より自国の利益を優先し、世界最強の超大国
の黄昏を告げている。全米そして全世界で広がっ
ている抗議行動にわたしは真の再生への息吹きを
感じる。過去の教訓を疎かにする者は現在だけで
なく未来への希望も失うことになる。　 （高倉)


